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クンダリニー・スタヴァハ 

 

第１節 
 

jNmo›arinrI<%Ih t;%I vedaidbIjaidma 
inTy= cetis waVyte wuiv kda s√aKysÏa•r%I| 

ma= patu ip/ydaswavkpd= sõatye HIDra 
Dai` Tv= Svymaiddevvinta dInaitdIn= pxum«£ 

 

janmoddhāra-nirīkṣaṇīha taruṇī vedādi-bījādimā 

nityaṁ cetasi bhāvyate bhuvi kadā sad-vākya-sañcāriṇī | 

māṁ pātu priya-dāsa-bhāvaka-padaṁ saṅghātaye śrīdharā  

dhātri tvaṁ svayam-ādideva-vanitā dīnātidīnaṁ paśum || 

 

クラ・クンダリニーは、常に彼女の信奉者たちを生と死の循環から救い出す機会を探している。

彼女は永遠に若い。彼女は数々のヴェーダやその他の教典ならびに種字の源である。 

この世界で、ヨーギたちはマインドを通して彼女を理解する。 

時には、彼女は聖人たちの言葉の中に生きている。 

私が神聖な融合を達成できるように、その吉兆なる者に私を守らせてください。 

私は自分自身を、彼女の最愛のしもべだと考える。 

おお、大いなる母よ！ あなたの自らの性質によって、 

あなたは原初の神の最愛の妻であり、その一方私は、 

最も深い苦悩を持った者よりも苦悩の深い、束縛された魂である。 



  

第２節 
 

r¶awam_tciN∂ka ilipmyI spaRk—itinRi∂ta 
jag/Tk∑mRsmaiHta wgvit Tv= ma= smaloky| 

ma=so⁄NDkügNDdozji#t= vedaidkayaRˆNvt= 
SvLpSvamlcN∂koi!ikr%EinRTy= xrIr= kü;£ 

 
raktābhāmṛta-candrikā lipi-mayī sarpākṛtir-nidritā 

jāgrat-kūrma-samāśritā bhagavati tvaṁ māṁ samālokaya | 

māṁsodgandha-kugandha-doṣa-jaḍitaṁ vedādi-kāryānvitaṁ 

svalpa-svāmala-candra-koṭi-kiraṇair-nityaṁ śarīraṁ kuru || 

 
 

クラ・クンダリニーは赤い光沢を持つ。彼女は甘美な月光である。 

彼女は数々の文字の形である。彼女は蛇の形を持ち、眠っている。 

おお、崇敬される者よ、この世界で目を開き閉じる力であるあなたよ、 

私を見てください。私の身体は、常にヴェーダの儀式や 

その他の儀式を行っているにもかかわらず、この肉体から 

立ち上ってくる臭いに満ちている。あなたの数百万条の純粋な月光の 

ほんのかけらで、この身体を永遠のものにしてください。 

 
 

第３節 
 

is›a&IR injdozivTS&lgitVyaRjIyte iv·ya 
kü̂ #Lya külmagRmu¶ngrI mayakümagRÚ iHya| 

y·ev= wjit p/watsmye mÎyaìkale»&va 
inTy= yÚ külkü̂ #lIjppdaMwoj= s is›o wvet«£ 

 

siddhārthī nija-doṣa-vit-sthala-gatir vyājīyate vidyayā 

kuṇḍalyā kula-mārga-mukta-nagarī māyā-kumārgaḥ śriyā | 

yadyevaṁ bhajati prabhāta-samaye madhyāhna-kāle ’thavā 

nityaṁ yaḥ kula-kuṇḍalī-japa-padāmbhojaṁ sa siddho bhavet || 
 



  

 

完全性を望み、自らの欠点を知る者は、シュリー・クンダリニーの知識を通して、 

この地上に生きている間に勝者となる。 

マーヤーの誤った道から解放され、 

そのような者はクラ・クンダリニーの道を通って解放の町に着く。 

早朝または正午に、 

クラ・クンダリニーの賛歌の韻律を規則正しく唱えるなら、 

人はシッダになる。 

 

 

第４節 
 

vaYvakaxctudRle»itivmle va¢+afloNmUlk´ 
inTy= sMp/it inTydeh(i!ta sú´itta waivta| 

iv·a kü^#lmainnI SvjnnI maya ik¿ya waVyte 
yEStEÚ is›küloflvEÚ p/%itiwÚ sTSto`k¨Ú xMwuiwÚ£ 

 
 

vāyvākāśa-catur-dale ’tivimale vāñchā-phalonmūlake 

nityaṁ samprati nitya-deha-ghaṭitā saṅketitā bhāvitā | 

vidyā kuṇḍala-māninī sva-jananī māyā kriyā bhāvyate 

yais-taiḥ siddha-kulodbhavaiḥ praṇatibhiḥ sat-stotrakaiḥ śambhubhiḥ || 

 
 

おお、欲望の果実を取り除くこの上なく純粋な者よ、 

あなたは風と空間が存在するムーラーダーラの 

四つの花びらを持つハスの花の中で、 

永遠の象徴的な形で常に正しく熟視されている。そこでは、 

あなたはいつも永遠の象徴的な蛇の形を持つ者として考えられている。 

平伏し、シッダの一門から生まれた慈悲深い神聖なる賛歌と共に、 

とぐろを巻いた者を崇拝する人々は、解放される。 



  

彼女は知識である。彼女は自分自身から生まれた。 

彼女はマーヤー（妄想の力）であり、クリヤー（行動の力）である。 

 

第５節 
 

DataxúrmoihnI i`wuvnC+ayap!o⁄aimnI 
s=saraidmhasuqp/hr%I t` ˆS&ta yoignI| 

svRg/ˆN&ivweidnI Svwujga sU¯maitsŪ ma pra 
b/î>anivnoidnI külkü!I Vya(aitnI waVyte£ 

 

dhātā-śaṅkara-mohinī tri-bhuvana-cchāyā-paṭodgāminī 

saṁsārādi-mahā-sukha-praharaṇī tatra sthitā yoginī | 

sarva-granthi-vibhedinī sva-bhujagā sūkṣmātisūkṣmā parā 

brahma-jñāna-vinodinī kula-kuṭī vyāghātinī bhāvyate || 

 

ムーラーダーラにとどまりながら、 

そのヨーギニーは創造主やシヴァでさえも魅了する。 

彼女は三界の影というベールを取り払い、 

うわべは素晴らしい世俗の幸せを破壊し、 

すべての内なる結び目を貫き通す。彼女は自ら蛇の形を取る。 

彼女は最も繊細なものより繊細である。 

彼女はブラフマンの知識を大いに楽しむ至高なる存在である。 

彼女はムーラーダーラを住まいとし、 

世俗的な束縛を打ち砕く者として考えられている。 

 

第６節 
 

vNde HIkülkü^#lä i`viliwÚ saö¨Ú SvyMwUip/ya= 
p/aivZ!aMbrmaricÁcpla= balablainZklam«| 
ya devI p•rwait vedvdna sMwavnI taipnI 

[Z!ana= ixris SvyMwuvinta= sMwavyaim i˚yam«£ 



  

 
vande śrī-kula-kuṇḍalīṁ tri-valibhiḥ sāṅgaiḥ svayambhū-priyāṁ 

prāviṣṭāmbara-māra-citta-capalāṁ bālā-balā-niṣkalām | 

yā devī paribhāti veda-vadanā sambhāvanī tāpinī 

iṣṭānāṁ śirasi svayambhu-vanitāṁ sambhāvayāmi kriyām || 

 

私はシュリー・クラ・クンダリニーに頭（こうべ）を垂れる。 

彼女はスワヤンブー（自ら生まれた大いなる者）の最愛の存在であり、 

彼女の従者すべてと共に三つの円で彼を囲んでいる。 

彼女はサハスラーラの空間に入り、愛に酔いしれたマインドのように 

活発になる。彼女は純真で、正直で、そして完全である。 

その表情がヴェーダで輝くこの女神は、彼女の信奉者のために 

すべてを手に入れ、彼女に背く者たちを懲らしめる。スワヤンブーの妻であり、 

彼女が選んだ者と共に頭頂のサハスラーラで大いに楽しむ彼女を、私は崇拝する。 

彼女は行動の力である。 

 

 

第７節 
 

va%Ikoi!m_dönadmdnainHei%koi!ÎvinÚ 
p/a%exI rsraixmUlkmloLlasEkpU%aRnna| 
Aaza$oflvme(raijjintÎvaNtannaS&aiynI 

mata sa p•rpatu sU¯mp&ga ma= yoigna= xúrI£ 
 
 

vāṇī-koṭi-mṛdaṅga-nāda-madanā niśreṇi-koṭi-dhvaniḥ 

prāṇeśī rasa-rāśi-mūla-kamalollāsaika-pūrṇānanā | 

āṣāḍhodbhava-megha-rāji-janita-dhvāntānanā sthāyinī 

mātā sā paripātu sūkṣma-patha-gā māṁ yogināṁ śaṅkarī || 

 
 

何百万もの酔いしれた信奉者たちの言葉から発せられ、 



  

ムルダンガを打ち鳴らすような無数の音が、彼女をたたえるために沸き起こる。 

彼女はプラーナの女神である。甘美な霊薬の海に根づいて咲く 

ハスのような彼女の顔は、喜びで満たされている。 

彼女の顔は、アーシャーダ（雨の月）に現れる多数の雲によって作られる 

暗闇のように黒い。彼女はすべての支えである。 

スシュムナーの霊妙な道を旅するその大いなる母に、 

あらゆる側面から私を守らせてください。彼女はヨーギに対して慈悲深い。 

 

 

第８節 
 

TvamaiHTy nra v/jˆNt shsa vEkü^@k¨lasyor« 
AanNdEkivlaisnä xixxtanNdanna= kar%am«| 
matÚ HIkülkü^#lIip/ykle kalIklo‹Ipne 
tTS&an= p/%maim w∂vinte mamu›r Tv= pxum«£ 

 
 

tvām āśritya narā vrajanti sahasā vaikuṇṭha-kailāsayor 

ānandaika-vilāsinīṁ śaśi-śatānandānanāṁ kāraṇām | 

mātaḥ śrī-kula-kuṇḍalī-priya-kale kālī-kaloddīpane 

tat sthānaṁ praṇamāmi bhadra-vanite mām-uddhara tvaṁ paśum || 

 
 

おお、大いなる母よ、あなたに加護を求めたことで、人々はすぐさま 

ヴァイクンタ（ヴィシュヌの住まい）やカイラーサ（シヴァの住まい）に行く。 

あなたは至福の中でのみ大いに楽しむ。あなたの顔には数百もの月の喜びが現れている。 

あなたは大いなる源である。おお、大いなる母よ、おお、シュリー・クラ・クンダリニーよ、 

シャクティの最愛の現れよ、おお、シャクティのカーリーの側面を照らす者よ、 

おお、慈悲深き者よ、私はあなたの住む場所、ムーラーダーラ に頭を垂れる。 

あなたは私を、束縛された魂を高める。 

 



  

 

第９節 
 

kü̂ #lIxi¶magRS&Ú Sto`aZ!kmhaflm««| 
yÚ p@et« p/at;T&ay s yogI wvit D/uvm««£ 

 
 

kuṇḍalī-śakti-mārga-sthaḥ stotrāṣṭaka-mahā-phalam | 

yaḥ paṭhet prātar-utthāya sa yogī bhavati dhruvam || 

 
 

クンダリニー・シャクティの道に忠実な者が、朝早く起きて、 

大きな成果を与えるこの８節から成る賛歌を朗唱するなら、 

彼は確実にヨーギになる。 

 

 

第 10節 
 

<%adev ih pa@en kivna&o wveidh| 
piv`Ú kü^#lIyogI b/îlIno wveNmhan£ 

 
 

kṣaṇād-eva hi pāṭhena kavi-nātho bhaved-iha | 

pavitraḥ kuṇḍalī-yogī brahma-līno bhaven-mahān || 

 
 

まさにその朗唱によって、人は、ただちにこの世界の詩人たちの 

支配者となる。クンダリニー・ヨーガを実践するヨーギは、 

純粋で偉大になり、ブラフマンと一体になる。 

 
 

第 11節 

 

[it te ki&t= na& kü̂ #lIkoml= Stvm«| 
\tt« Sto`p/saden devezu gu;gIZpitÚ£ 



  

 
 

iti te kathitaṁ nātha kuṇḍalī-komalaṁ stavam | 

etat stotra-prasādena deveṣu guru-gīṣpatiḥ || 

 
 

おお、神よ、このように私はあなたに美しいクンダリニーの賛歌について語った。 

この賛歌の祝福によって、 

人は、神々の大いなるグルのように、称賛に値する者になる。 

 

 

第 12節 
 

sveR devaÚ isi€yuta ASyaÚ Sto`p/sadtÚ| 
i√praD≠ icrÔIvI b/îa svRsure˛rÚ£ 

 
 

sarve devāḥ siddhi-yutā asyāḥ stotra-prasādataḥ | 

dvi-parārdhaṁ cirañ-jīvī brahmā sarva-sureśvaraḥ || 

 
 

彼女の賛歌の祝福によって、すべての神々は力を授けられ、 

神々の支配者であるブラフマーは、数え切れないほどの年月を生きる。 
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